
基礎演習
第8回 レポートの作成（１）⽂章の読み⽅と
要約、レポートの構成と表現

メディア情報コース
平居 悠（ひらい ゆたか）
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到達目標

2

• データ解析の基本的なスキルを身につけ
る。

• 適切に文献を引用し、自分の意見を記述
したレポートを作成できる。

• 調べてわかったことをわかりやすく他者
にわかりやすく伝えることができる。



前回
第１回 授業の概要、⾃⼰紹介 (4/13)
第２回 天⽂学⼊⾨ 138億年の宇宙の歴史 (4/20)
第３回 図書館ツアー、データベース検索 (4/27)
第４回 データ解析基礎 (1) プログラミング⾔語Python⼊⾨ (5/11)
第５回 データ解析基礎 (2) 基本統計量 (5/18)
第６回 データ解析実習 (1) 図の作成 (5/25)
第７回 データ解析実習 (2) データの解釈 (6/1)
第８回 レポートの作成 (1) ⽂章の読み⽅と要約、レポートの構成と表現 (6/8)
第９回 レポートの作成 (2) 著作権 (6/15)
第１０回 プレゼンテーションの⽅法 (6/22)
第１１回 発表準備 (1) 発表資料の作成 (6/29)
第１２回 発表準備 (2) 発表練習 (7/6)
第１３回 発表会 (7/13)
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前回の目標
データ分析した結果
を解釈できるように
なる。
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前回の内容
箱ひげ図
円グラフ
グラフのスタイル
データの解釈
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箱ひげ図
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中央値

第一四分位数

第三四分位数

第三四分位数+1.5×四
分位範囲より小さい
最大値

第一四分位数−1.5×四
分位範囲より大きい
最小値

外れ値



円グラフ
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色の指定
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“c” (または “color”)で指定

標準色

https://matplotlib.org/stable/gallery/color/named_colors.html

https://matplotlib.org/stable/gallery/color/named_colors.html


マーカー（点の種類）の指定
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“marker”で指定

https://matplotlib.org/stable/api/markers_api.html

https://matplotlib.org/stable/api/markers_api.html


マーカーの大きさの指定
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“s”で指定



凡例の表示
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凡例



ヒストグラムのスタイル
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ヒストグラム内
の色

ヒストグラム外
枠の色

ヒストグラム外
枠のスタイル



ヒストグラムのスタイル
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ヒストグラム外
枠のスタイル

ヒストグラム外
枠の太さ

“solid”       実線
 “dashed” 破線
 “dotted”  点線
 “dashdot” 一点鎖線



図の保存
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ファイル名 ファイル形式



データの解釈
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この図から何が
わかるか？

追加でどんな解析
をすればいい？



今回
第１回 授業の概要、⾃⼰紹介 (4/13)
第２回 天⽂学⼊⾨ 138億年の宇宙の歴史 (4/20)
第３回 図書館ツアー、データベース検索 (4/27)
第４回 データ解析基礎 (1) プログラミング⾔語Python⼊⾨ (5/11)
第５回 データ解析基礎 (2) 基本統計量 (5/18)
第６回 データ解析実習 (1) 図の作成 (5/25)
第７回 データ解析実習 (2) データの解釈 (6/1)
第８回 レポートの作成 (1) ⽂章の読み⽅と要約、レポートの構成と表現 (6/8)
第９回 レポートの作成 (2) 著作権 (6/15)
第１０回 プレゼンテーションの⽅法 (6/22)
第１１回 発表準備 (1) 発表資料の作成 (6/29)
第１２回 発表準備 (2) 発表練習 (7/6)
第１３回 発表会 (7/13)
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今回の目標
レポートを作成でき
るようになる。
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今回の内容
⽂章の読み⽅と要約
レポートの構成
⽂章表現
図解・視覚的表現
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今回の内容
⽂章の読み⽅と要約
レポートの構成
⽂章表現
図解・視覚的表現
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文章の読み方ークリティカル・リーディング
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•文章の構造を理解する。
•著者の主張を理解する。
•主張の根拠が何かを明らかにする。
•主張がなされた時代的背景、文化的背景
を理解する。

•根拠が正しいかどうかを検討する。
•その根拠からその主張が導けるのかどう
かを検討する。



文章構造の理解
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接続詞などのつなぎ
の表現に着目する。



文章構造の理解
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「結論」が続く表現：
したがって、結局、それ
ゆえ、〜ので、〜だから



文章構造の理解
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「言い換え」の表現：
つまり、すなわち、要するに



文章構造の理解
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「原因・理由」が続く表現：
なぜなら、というのは



文章構造の理解
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「反対」の内容が続く表現：
しかし、ところが、反対に、
けれども、だが、〜であるが



文章構造の理解
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「対比」した内容が続く表現：
他⽅、⼀⽅、それに対して



文章構造の理解
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話題を「転換」する場合の表現：
さて、ところで



文章構造の理解
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内容を「付加」する表現：
また、つぎに、さらに、そ
して、同様に



文章構造の理解
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「具体例」を示す表現：
例えば、〜のように



要約

30

文章から要点を読み取
り、文章の全体的な意
味を短くまとめたもの



要約の手順
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1. 文章を読み、接続語に注目しながら、意
味段落を把握する。

2. 各意味段落において、キーワードやキー
センテンスを見つける。

3. キーワードやキーセンテンスをつないで
要約を作成する。

4. 作成した要約を見直し推敲を加える。



形式段落と意味段落
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形式段落：
改行したところから、次の改行まで

意味段落：
書かれている内容が変わる所まで



キーセンテンスを見つける
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• 具体例を削る。
• すでに述べた内容について説明を補
足している箇所は削る。

• すでに述べた内容について言い換え
ている場合は、重要な内容である場
合が多いので、一方を残す。



要約の作成
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• 文章の内容を理解して自分なり
に言葉を補ってまとめる。
• 引用スタイルにはしない。
• 各意味段落を要約した分量が大
幅に偏らないように注意する。



要約の推敲
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文体や用語の統一、文末表
現の重複等に注意して、文
章全体を整える。



要約の例
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要約の例
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要約の例
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本稿では、⼤学院での2年間を振り返る。研究テー
マには、「⽼後⼆千万円問題」を選択した。これま
で、⽼後資⾦の地域差に関する研究は⾏われてこな
かった。そこで、修⼠論⽂では、政令指定都市と都
道府県庁所在地における必要⽼後資⾦を算出すると
ともに、地域特性が⽼後資⾦に与える影響について
調査した。その結果、各市における⽼後資⾦⾦額に
は地域差があることがわかった。こうした⼤学院で
の経験を通じて、学際的知識や論理的思考を得た。



演習
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右の文章を
200字程度に
要約せよ。



今回の内容
⽂章の読み⽅と要約
レポートの構成
⽂章表現
図解・視覚的表現
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レポートと作文の違い
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レポートのルール
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1.「主張」と「根拠」を示す。
2.「先行研究」を踏まえる。
3.３部構成で組み立てる。
4.決まった形式を守る。



「根拠」の例
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• 国が発行する統計データ
• アンケートやインタビュー、観
察などの調査データ

• 真田は「〇〇」と指摘している
（先行研究の引用）



レポートの構成
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• タイトル、要旨
• 序論
• 本論
• 結論



タイトルの書き方
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タイトルに含まれる情報の例
• トピック
• 対象、範囲
• 方法
• 研究の応用
• 新たな方法などの名前
• 新たな方法などの説明
• 結果



要旨の書き方
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1. 研究・調査分野の基本的知識（1–2文）
2. 研究背景（2–3文）
3. 先行研究の問題点（1文）
4. 主な結果（1文）
5. 結果の説明（2–3文）
6. 結論、展望（1文）



序論
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章のタイトルは「はじめに」、
「背景」、「序論」など



序論の構造
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1.背景
1.研究、調査分野の重要性
2.研究、調査分野の一般知識
3.先行研究

2.問題点
1.先行研究の問題点
2.先行研究の限界

3.目的
4.レポートの構成



本論
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以下を章に分けて記述する。
1.方法
2.結果
3.議論



方法の書き方

50

章のタイトルは「方法」、「調査」
など。

結果を得るために用いた方法 (実験手
順、計算方法、解析手法、アンケー
ト調査など)を具体的に書く。



結果の書き方
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• 得られた結果の説明をする。
• 図や表の説明や、調査結果のま
とめなど。

• 概観から細部へ記述を進める。



議論の書き方
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章のタイトルは「議論」、「考察」など。

「結果と考察」などとして「結果」の章と
一緒に書くこともある。

• 得られた結果からわかること
• 先行研究との比較
• 研究、調査の限界 など



結論
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1.本論の主要なポイントを簡
潔に列挙する。

2.それらの重要性を強調し、
将来の展望を示す。



今回の内容
⽂章の読み⽅と要約
レポートの構成
⽂章表現
図解・視覚的表現
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文章表現
はっきりと⾔い切る

「であろう」→「である」
「と⾔って良いのではないかと思わ
れる」、「と⾒ても良い」→削除
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文章表現
事実と意⾒を
書き分ける。
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どちらが事実の記述か？

•ジョージ・ワシントンは⽶国の
最も偉⼤な⼤統領であった。
•ジョージ・ワシントンは⽶国の
初代の⼤統領であった。
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事実とは
⾃然現象や⾃然法則、過去に
起こった、⼈の関与した事件
などの記述で実験や調査など
で真偽を客観的に確認できる
もの。
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意見とは
推論
例：彼は暑いにちがいない。

判断
例：彼⼥はすぐれた実験家であった。

意⾒
例：リンを含む洗剤の使⽤は禁⽌すべき

である。 59



文章表現
わかりやすく簡潔
な表現を⼼がける。
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わかりやすく簡潔な表現

•⽂は短く。
•1⽂あたり50⽂字以下が⽬安。
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わかりやすく簡潔な表現
格の正しい⽂を書く。
主語、述語に注意する。

以下の⽂は何が⾜りないか？
私は、このモデルは現象を単純
化しすぎている。 62



文章表現
まぎれのない⽂を書く。

例：
「Aを満⾜する場合及びBを満⾜する
場合には」
→「AまたはBの少なくともどちらか
を満⾜する場合には」 63



今回の内容
⽂章の読み⽅と要約
レポートの構成
⽂章表現
図解・視覚的表現
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図解・視覚的表現

•⽐較する
•分類する
•グラフを⽤いた表現
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比較する
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いくつかの事象やアイデアを様々な観点から
多面的に比較する場合、表を作成するとそれ
ぞれの特徴が明らかになりやすい。



分類する
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複数の意見や要望、アイデアが出された場合、共通点
に着目していくつかのグループに分類する。



今回の内容
⽂章の読み⽅と要約
レポートの構成
⽂章表現
図解・視覚的表現
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課題
•作成した要約を (yutaka.hirai@koeki-

u.ac.jp)に提出する。件名「基礎演習第8回
課題」
•『知の編集⼒ハンドブック』p. 24–32、
「著作権」と平居悠「銀河の⼒学進化から
探るrプロセス起源天体」、天⽂⽉報、第
109巻、2016年7⽉号を読む。
締め切り：6⽉12⽇ (⾦) 69
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次回
第１回 授業の概要、⾃⼰紹介 (4/13)
第２回 天⽂学⼊⾨ 138億年の宇宙の歴史 (4/20)
第３回 図書館ツアー、データベース検索 (4/27)
第４回 データ解析基礎 (1) プログラミング⾔語Python⼊⾨ (5/11)
第５回 データ解析基礎 (2) 基本統計量 (5/18)
第６回 データ解析実習 (1) 図の作成 (5/25)
第７回 データ解析実習 (2) データの解釈 (6/1)
第８回 レポートの作成 (1) ⽂章の読み⽅と要約、レポートの構成と表現 (6/8)
第９回 レポートの作成 (2) 著作権 (6/15)
第１０回 プレゼンテーションの⽅法 (6/22)
第１１回 発表準備 (1) 発表資料の作成 (6/29)
第１２回 発表準備 (2) 発表練習 (7/6)
第１３回 発表会 (7/13)

70


